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１．研究種目名    研究集会       
 
２．課題番号または共同利用コード     2006-W-1    
 
３．研究課題（集会）名 和文：   地殻変動連続観測の未来            
            英文： Future of the continuous crustal movement research   
 
４．研究期間    平成１８年 ９月２０日 ～ 平成１８年 ９月２２日 
 
５．研究場所          京都大学百周年時計台記念館         
 
６．研究代表者所属・氏名  京都大学防災研究所・川崎一朗  
   （地震研究所担当教員名）  加藤照之          
 
７．共同研究者・参加者名（別紙可） 

共同研究者名 所属・職名 備考 
（別紙参照）   
   
   

 
８．研究実績報告（成果）（別紙にて約 1,000字 A4版（縦長）横書）（別紙に作成） 
（別紙参照） 
 
１０．成果公表の方法（投稿予定の論文タイトル、雑誌名、学会講演、談話会、広報等） 
日本測地学会誌，2006，第４号，[特集：測地・地殻変動に関する研究集会（第１部）] 
日本測地学会誌，2007，第１号，[特集：測地・地殻変動に関する研究集会（第１部続き）] 
日本測地学会誌，2007，第２号，[特集：測地・地殻変動に関する研究集会（第２部前半）] 
日本測地学会誌，2007，第３号，[特集：測地・地殻変動に関する研究集会（第２部後半）] 



研究実績報告 

 

本共同利用経費により 2006 年 9 月 20－22 日の 3日間「測地･地殻変動に関する研究集会」が

京都大学百周年時計台記念館において開催された．  

 最近地殻変動研究を巡る動きが急である．この動きにはポジティブな側面とネガティブな側面が

ある．ポジティブな側面では GPS 観測網の展開とそれに基づくスローイベントなど地球科学におけ

る革新的な展開，ALOSの打ち上げによる InSARの新たな展開，またGRACE衛星によるグローバ

ル観測の展開など，主として宇宙技術に基づく新たな地球科学の展開に代表される．一方，ネガ

ティブな側面では国立大学が地震予知の国家事業に基づいて長い間実施してきたひずみ･傾斜

観測などいわゆる連続観測に多くの批判が寄せられ，今後の継続的観測が危ぶまれる事態となっ

ていることがあげられる． 

 こうしたポジティブな側面とネガティブな側面を，関係者が一同に会して討議することにより日本

の地殻変動研究に関する将来の新たな地平を切り拓こうとして実施したのが上記の研究集会であ

る．振り返ってみればこのような地殻変動の研究集会を実施したこと自体かなり久しぶりのことであ

る．日本は地殻変動研究で世界の先端を走っていると自負できるであろう．しかしながら，重要なこ

とは「日本の地殻変動研究が常に世界の先端を走るためには，関係者のたゆまぬ努力で，常に現

状を批判し，真摯な議論を積み重ねていかなくてはならない」ということである．本研究集会の意義

の一つの側面は，これまでの観測研究を総括するということであるが，本研究集会を行ったからそ

れで十分ということでは決してないことは言うまでもない．3 日間の講演会は，振り返ってみれば大

変多彩な分野からの講演が網羅されていたが，その一方で十分な討議の時間がとれなかったこと

は否めない事実である．今後さらに同種のあるいは異なる立場からの様々な討論会が催されること

で議論が深まり，日本の地殻変動研究が新たな展開を見せはじめることを願ってやまない．そのた

めに本特集号が役立って欲しいと切に願っている． 

 最後に，本研究集会のために米国より参加して基調講演を行ってくださったカリフォルニア大学

サンディエゴ校のDuncan Agnew教授に感謝すると共に，講演会の成果を測地学会誌への特集号

として刊行することを強く勧めてくださった測地学会編集委員長の藤本博巳東北大学教授，並び

に編集に携わってくださった方々に深く感謝する次第である． 

 












